
宝塚市新病院整備基本計画書 【基本部分】 （概要版） 案 お問合せ先 宝塚市立病院 経営統括部 宝塚市小浜 4 丁目 5-1 
TEL ： 0797-87-1161 (代表) FAX ： 0797-87-5624

「宝塚市新病院整備基本計画書 」は、新病院整備に関する基本的な考え方や方向性を示すもので、新病院が担うべき診療機能や整備規模、スケジュール、収支計画などを示す「基本部分」と、部門別の整

備方針などの個別事項を示す「個別部分」に分けて構成しています。「基本部分」は、事業全体の骨子を示す部分であることから、パブリック・コメントを行い、広く市民の皆さまのご意見をいただきます。そ

の後、その内容を踏まえつつ「基本部分」の必要な見直し及び「個別部分」の策定を行い、令和８年（2026年）11月頃に成案として取りまとめます。

新病院の基本的なあり方

【新病院が目指す方向性】

信頼される急性期病院
救急医療の充実、がん診療などの専門性強化
災害や新興感染症流行など非常時の体制を整備
最新技術を活用した安心安全な医療提供

地域医療を支える病院
地域の医療機関などとの連携強化による地域完結型医療の
提供を目指し、地域包括ケアシステムの更なる進展に貢献

持続的な医療提供が可能な病院
全室個室による病室整備（療養環境充実・運営効率化）
患者さんや家族にやさしく、職員が働きやすい環境づくり
医療従事者への教育研修の充実、人員確保

【病床機能の方向性】

当院が担う病床機能

回復期機能

慢性期機能

【医療・福祉・介護・保健に係る「たからづかモデル」における役割】

「たからづかモデル」では、市立病院の建て替えを契機として、市が有する医療・福祉・介護・保健に
係る資源を有効活用できるネットワークを構築し、効果的・効率的な連携を図ることで市民サービス
を向上させるとともに、持続可能な提供体制を構築することを基本方針としています。市立病院は
医療と各分野の連携を構築する上で、大きな役割を担っています。

市立病院

西谷地域の医療空白を埋める市営の診療所

健診や相談、健康教育などを
幅広く支援する公共施設

障碍や発達特性のある子どもを
療育･支援する公共施設

医療ケア、リハビリ等を行い、
在宅支援や在宅復帰を目指す公設民営の施設

新病院の規模・機能

【診療科目】

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、血液内科、心療内科、緩和ケア内科、

腫瘍内科、糖尿病内科、外科、呼吸器外科、脳神経外科、乳腺外科、整形外科、形成外科、

リウマチ科、小児科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、

放射線診断科、放射線治療科、病理診断科、救急科、歯科口腔外科、麻酔科 （合計30診療科）

【新病院で強化する診療機能】

質の向上、症例数確保、人材確保等に向け、ロボット手術やIVR治療などの実施体制を整備

最新技術の活用

阪神北準圏域で不足する回復期機能は、既存
棟エリアの利活用において回復期病院を誘致

がん治療

手術機能

麻酔科医や特定行為看護師など人材の充実、高齢者の整形外科領域の需要増に対応

リハビリ機能

業務効率化や医療の質向上・医療安全の推進

【病床数・想定患者数】

病床数

310床程度

入院患者数

約288人／日

外来患者数

約830人／日

現在の病院機能を維持

高度急性期機能

急性期リハビリ・病棟リハビリの充実

IVR：X線透視やCTなどの画像でからだの中を見ながらカテーテルや針を使って行う治療のこと

圏域内を中心とした地域医療機関との連携に
より地域全体で確保

現病院：436床

病棟の全室個室化を予定
よりよい療養環境の確保や病床稼働・運用の効率化を図ります。

急性期機能

国民健康保険診療所

健康センター

子ども発達支援センター

ステップハウス宝塚



新病院の施設整備計画
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新病院の事業計画

建築工事費 約317億円 新築工事費、外構工事費等

設計監理費等 約20億円 設計費、監理費等

医療機器整備費等 約46億円 医療機器整備費、システム整備費等

改修工事費 約18億円 外来診療棟（医局、管理部門）

合 計 約401億円

新病院開院後の経常損益はおおむね黒字となっていますが、一定期間は現金預金が不足する見

込みであることや、新病院開院までの経営状況が厳しい状況であるため、更なる経営強化に取り

組みます。

【概算事業費】

※概算事業費や収支計画は、令和8年3月以降の建築単価上昇や企業債の貸付金利上昇などを見

込んでいません。今後も社会情勢の動向に注視し、適宜見直しの上公表していきます。

※「たからづかモデル」において、病院本館や検査棟などの利活用策を検討中のため、上記事業費

に解体撤去費用は見込んでいません。

【収支計画】

第1駐車場

市健康センター

【整備スケジュール】

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

基本計画 基本・実施設計 建設工事
開
院

【整備手法】 「設計施工分離方式」

【交通アクセス】 駐車場台数の確保や敷地内循環バスの検討などにより利便性を確保

（単位：百万円）

R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24

事業収益 15,033 16,932 16,703 16,637 16,587 16,776 16,230 16,072 16,064 15,800 15,825

事業費用 15,198 16,697 16,424 16,358 16,530 16,546 16,027 15,848 15,869 15,652 15,643

経常損益 ▲ 164 235 279 279 57 230 203 225 195 148 182

現金預金 ▲ 974 ▲ 1,201 ▲ 1,037 ▲ 814 ▲ 514 ▲ 467 ▲ 427 ▲ 402 ▲ 413 ▲ 109 164

【既存棟利活用エリア】
官民連携事業により
公共施設の統合や
回復期病院の誘致を検討

【新病院エリア】
・新病院棟は現第1駐車場に
整備（約33,000㎡（地下免
震振層約4,400㎡含む））
・外来診療棟は改修利用
・放射線治療棟は継続利用

【市健康センター】
新病院棟工事着工までの除却を
検討中、建築工事の効率化や駐車
場への活用を図る


